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・水産・海洋に興味・関心があり、学ぶことへの強い意志を持つ生徒。
・明確な進路目標を持ち、その実現に向けて努力する生徒。
・資格取得に果敢に挑戦し、自身のスキルアップに役立てようとする生徒。
・生徒会活動、部活動、ボランティア活動等に意欲的に取り組む生徒。
・個性を大切にし、一人ひとりの違いを認められる生徒。

一 般 選 抜
次のすべての要件に該当する生徒を求めています。
１　「海・水産物・船」に興味・関心を持っている生徒。
２　基礎的な学力を有し、自分を高めるために努力を惜しまない意欲がある生徒。
３　基本的生活習慣が身についており、好ましい人間関係を築くことができる生徒。

特色化選抜
一般選抜の要件に加えて、次のいずれかの要件に該当する生徒を求めています。
１　当該学科の専門性を生かして、水産業や海洋関連産業に従事したいと考えている生徒。
２　特別活動、部活動等において実績と意欲があり、入学後も継続的に取り組むことができる生徒。
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選抜方法【選抜順序　≲①一般選抜　②特色化選抜≳】 面接及びその他の選抜資料等
一般選抜（募集人員の70％） １面接

　⑴　面接方法
　　　個人面接
　⑵　面接委員の構成
　　　１組２名
　⑶　所要時間
　　　１人５分程度
　⑷　面接内容
　　ア　志望動機
　　イ　高校生活への抱負
　　ウ　進路意識
　　エ　中学校での活動状況
　　オ　関心・意欲・態度
　　カ　自己ＰＲ
　⑸　評価の観点
　　ア　関心・意欲
　　イ　協調性
　　ウ　態度　等

　学力検査の得点（500点満点）の順位、調査書の評定の総計（135点満点）
の順位を基に下記のように群に分け、Ⅰ群、Ⅱ群、Ⅲ群の順に選抜する。
　選抜にあたっては、調査書の記載内容と面接を考慮しながら、求める生徒
像に照らして総合的に判断し選抜する。
・Ⅰ群… 学力検査と調査書の順位がともに一般選抜人員の80％以内にあるも

の。
・Ⅱ群… 学力検査又は調査書のいずれかの順位の一方が一般選抜人員の80％

以内にあるもの。
・Ⅲ群… 学力検査と調査書の順位がともに一般選抜人員の80％以内にないも

の。

特色化選抜（募集人員の30％）

１　各選抜資料の配点（合計850点）
　⑴　学力検査　　  500点
　⑵　調査書　　  250点
　　ア　教科の評定　　　　　　　　 180点（※１）
　　イ　特別活動  20点
　　　　（生徒会活動10点、学校行事５点、学級活動５点等）
　　ウ　部活動等  50点
　　　　（ 全国・東北大会入賞50点、全国・東北大会出場40点、県大会入賞

30点　等）
　⑶　面接  100点
２ 　上記１を基に、調査書の記載内容を考慮しながら、求める生徒像に照ら
して総合的に判断して選抜する。
　（※１） ３学年の評定（45点満点）を２倍とする傾斜配点を行い、評定を

合計する。
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選　抜　方　法 面接及びその他の選抜資料等
１　各選抜資料の配点（合計650点）
　⑴　学力検査　　　　　　　　　　 300点（※２）
　⑵　調査書  250点
　　ア　教科の評定　　　　　　　　 180点（※３）
　　イ　特別活動　  20点
　　　　（生徒会活動10点、学校行事５点、学級活動５点等）
　　ウ　部活動等　  50点
　　　　（ 全国・東北大会入賞50点、全国・東北大会出場40点、県大会入賞

30点　等）
　⑶　面接  100点
２ 　上記１を基に、調査書の記載内容を考慮しながら、求める生徒像に照ら
して総合的に判断して選抜する。
　（※２）学力検査の得点（100点満点）を３倍とする。
　（※３） ３学年の評定（45点満点）を２倍とする傾斜配点を行い、評定を

合計する。

１　面接
　⑴　面接方法
　　　個人面接
　⑵　面接委員の構成
　　　１組２名
　⑶　所要時間
　　　１人５分程度
　⑷　面接内容
　　　入学者選抜と同じ
　⑸　評価の観点
　　　入学者選抜と同じ
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